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　久麻加夫都阿良加志比古神社は、今から1700年ほど
前の古墳時代前期が起こりと伝えられている。
　この一帯には、既に人々の生活が営まれており、祭事が
執り行われていたのではないかと思われる。
　今から1100年ほど前にはこの「神坐像」が存在したと
伝えられており、長きにわたり地域の人々によって今日ま
で守り継がれてきたものである。
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2議会だより

昨年に引き続き、６月補正予算を編成せず、働き方改革を実施！昨年に引き続き、６月補正予算を編成せず、働き方改革を実施！
　３月定例会の追加補正予算で、ある程度の予算整理を行ったことで、昨年に引き続いて、６月補正をほ　３月定例会の追加補正予算で、ある程度の予算整理を行ったことで、昨年に引き続いて、６月補正をほ
とんど行わないものとなった。このことによって、職員の事務の効率化が図られ、時間外勤務を減らすこととんど行わないものとなった。このことによって、職員の事務の効率化が図られ、時間外勤務を減らすこと
にも繋がっている。県内においては、七尾市がこのような取り組みを先駆けて実施しており、今後もこのよにも繋がっている。県内においては、七尾市がこのような取り組みを先駆けて実施しており、今後もこのよ
うな働き方改革を行いながら、事務の効率化を図っていただきたい。うな働き方改革を行いながら、事務の効率化を図っていただきたい。

6　月
定例会
の概要

主 な 議 案主 な 議 案

 議案第２号
●七尾市税条例の一部改正
≪改正内容≫　
　軽自動車を令和元年10月1日から令和2年9月30日
までの間に取得した場合、環境性能割税率を1%軽
減

 議案第6号
●七尾市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
≪改正内容≫
　災害援護資金の貸付利率（3％以内）の設定及び保
証人の有無について変更。

 議案第10号
●病院事業の設置等に関する条例の一部改正
≪改正内容≫　
 病変の組織や細胞等の診断を行う病理診断科を新た
に設置

 議案第11号
●財産の取得
　・取得する財産　＝　消防ポンプ自動車
　・配　備　先　＝　和倉消防署能登島分遣所

取得する同型の消防ポンプ自動車

　令和元年第１回七尾市議会定例会は、６月１３日（木）から６月２８日（金）までの16日間の会期　令和元年第１回七尾市議会定例会は、６月１３日（木）から６月２８日（金）までの16日間の会期

で行われました。今定例会において、一般質問として９名の議員が市政一般について質問を行いで行われました。今定例会において、一般質問として９名の議員が市政一般について質問を行い

ました。ました。

　議案等については、議案11件、報告6件が市長より提出され、審査の結果、全ての議案と報告　議案等については、議案11件、報告6件が市長より提出され、審査の結果、全ての議案と報告

は可決および承認されました（他 報告4件は議決不要）。は可決および承認されました（他 報告4件は議決不要）。

　最終日には、意見書提出による議会議案４件ついても提出され、すべて可決されました。　最終日には、意見書提出による議会議案４件ついても提出され、すべて可決されました。



3 議会だより

◆委　員　長／中西庸介　　◆副委員長／久保吉彦
◆委　　員／礒貝和典、杉木　勉、大林吉正、杉本忠一

◆委　員　長／伊藤厚子　　◆副委員長／山添和良
◆委　　員／西川英伸、山崎智之、荒川一義、桂　撤男

◆委　員　長／木下敬夫　　◆副委員長／徳田正則
◆委　　員／佐藤喜典、垣内武司、永崎　陽、今田勇雄

【議案第1号】
七尾市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
◆選挙長等の報酬及び費用弁償について

問国会議員の選挙等と記載されているのだが、県や市の選挙等にも該
当するのか。

【議案第１０号】
病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

問今まではどのように診断を行っていたのか。
答病理医には、毎週火曜日が１２時３０分から１７時、毎週金曜日が８時
３０分から１７時１５分に加え、２カ月に１度、主に木曜日に来ていた
だいている。３人の医師に応援いただいている状況である。

問癌であるか迅速診断できるとのことだったが、それ以外に医療の質
の向上という点で、何かあるか。病理診断科ができることで他にメリ
ットはあるか。

【報告第２号】
平成3０年度七尾市下水道事業会計補正予算
◆不納欠損について
問今特別損失の不納欠損の主なものはなにか。
答主なものは、受益者負担金と使用料である。
問支払いをしていただけない方もいるのか。
答受益者負担金等は、公債権により5年で無効となりますので、今回の
不納欠損は、7年から8年経過しており、高齢者や行方不明等の方が
多い。最近整備したところでは、分割納付などで９０パーセント以上
の収納率である。

【報告第３号】
令和元年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算
◆歳入不足について

問歳入不足の原因はなにか。
答主原因については2点ある。１点目は、平成29年度までは消費税の
還付があり、平成30年度は消費税を納付している。平成28年度は
288万円の還付があったが、平成30年度は47万円を納付してい
る。2点目は、人口減少や高齢化に伴う消費の減少、物流の変化、直
売所やネット販売等により取扱量が減少したことにより、累積赤字
が増えたとみている。

総務企画

教育民生

産業建設

分科会（予算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算常任委員会）
常任委員会

委員会付託
・議案７件

委員会付託
・議案３件
・報告２件

委員会付託
・議案１件
・報告１件

分科会分担
・議案３件

分科会分担
・議案２件

分科会分担
・議案４件

主な審議内容

主な審議内容

主な審議内容

答癌の切除範囲が正確に判断できるため、取り残しや再手術を防げ
る。正常組織も含め切除すると臓器の機能障害が残るため、執刀医
が切除範囲を把握できることは、患者の術後回復にもメリットとな
る。今までは、細胞の専門医師が診断していたが、医師ではないた
め、常勤医がいることで診断ができ、診断の質が格段に向上する。病
理医は県内６病院でようやく確保できる状況であり、能登地区初と
なるのは、大変意義がある。

問赤字を税金で補填するということだが、今後も続くのか。
答売上高による使用料は、年々減少する見込みである。取扱量が減り
使用料収入が減少すれば、累積赤字が増えることとなる。昨年度か
ら、活性化や効率化を図り、事業費を削減し収入に見合う支出にな
るよう指定管理者と協議している。
問青果や鮮魚の年間取扱量は、どのように推移しているのか。
答売上高による使用料については、平成25年度は、1,370万円、平成
26年度は、1,150万円余り、平成27、28年度は、同額、平成29年度
は、1,030万円余り、平成30年度は、1,015万円余りと減少してい
る。
問赤字補填することは条例で定められているが、何か活性化していか
なければならないのではないか。
答七尾市場管理㈱、丸果七尾青果㈱、七尾魚市場㈱等と話をしなが
ら、取扱量を増やすよう取り組んでいる。

（報告１件 議決不要）

（報告１件  議決不要）

（報告２件  議決不要）

（報告１件  議決不要）

（報告２件  議決不要）

　各常任委員会に付託を受けた議案および予算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に下記内容が
議論されました。

例月常任委員会　5月14日（火）　市道等災害復旧工事現地視察
　昨年の豪雨災害で被害があった市道等の復旧工事の状況を確認
してきた。都市建築課から工事の進捗状況の説明を受けた。

答国会議員の選挙に関する執行経費の見直しに伴い、七尾市の条例
を改正するので、七尾市で執行する選挙等について適用される。
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議員の 市の

山添 和良 議員
（無会派）

西川 英伸 議員
（新政会）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
市
道
整
備
計
画
と
補
修
方
法
に
つ
い
て

■
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
活
用
方
針
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

■
電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
職
員
の
人
件
費
抑
制
と
労
働
時
間
削
減
の
た
め
定
期
的
業
務
を
人
工

知
能
で
自
動
処
理
化
す
る
試
み
を
遂
行
し
て
は
ど
う
か
。
②
人
口
が
減
少
し
て
も

快
適
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。
③
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
市
単
独
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
化
の
計
画
に
つ
い
て
、

費
用
対
効
果
の
検
証
な
ど
の
進
捗
は
。
④
高
度
な
個
人
認
証
を
行
え
る
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
を
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
し
質
を
向
上
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

①
本
市
を
含
め
、
他
自
治
体
の
状
況
に
お
い
て
も
、
先
進
的
な
事
例
が

見
受
け
ら
れ
ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
視
点
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
観
点
か

ら
、
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
②
今
後
の
さ
ら
な
る

技
術
の
進
歩
と
、
利
用
者
の
視
点
、
費
用
対
効
果
な
ど
も
考
慮
す
べ
き
と
こ
ろ
が

多
く
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
③
計
画
ど
お
り
今
年
度

シ
ス
テ
ム
更
新
時
に
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
。
他
自
治
体
と
の
共
同
利
用
に
つ
い
て

は
、
連
携
先
の
選
定
を
は
じ
め
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
帳
票
類
の
調
達
や
費
用
対

効
果
の
検
証
な
ど
、
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
す
る
。
④

国
の
情
報
通
信
白
書
に
お
い
て
も
、
実
用
化
は
ま
だ
先
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
お

り
、
他
自
治
体
に
お
け
る
活
用
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
大

き
な
進
展
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
平
和
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　
　

■
放
射
線
副
読
本
に
つ
い
て

■
老
人
ク
ラ
ブ
支
援
に
つ
い
て

■
万
葉
の
里
活
用
に
つ
い
て

万
葉
の
里
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
！

　
　
　
　

自
治
体
と
し
て
の
知
名
度
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
万
葉
の
里
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
、
行
政
と
し
て
自
ら
が
ど
う
取
り
組
む
か
。
行
政
と
し
て

い
か
に
支
援
す
る
か
。
①
市
長
が
万
葉
人
に
扮
し
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
ス

タ
ー
ト
の
号
砲
を
鳴
ら
し
て
は
ど
う
か
。
②
芸
能
人
の
菜
々
緒
さ
ん
を
ふ
る
さ
と

大
使
に
再
委
嘱
し
マ
ラ
ソ
ン
に
万
葉
人
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

③
マ
ラ
ソ
ン
と
は
別
に
万
葉
の
里
を
生
か
す
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

①
昨
年
２
０
１
８
大
会
に
お
い
て
は
、
能
登
立
国
１
３
０
０
年
、
そ
し

て
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
１
０
回
大
会
を
記
念
し
、
市
長
の
号
砲
後
、
和
倉
温
泉

お
か
み
の
会
と
わ
く
た
ま
く
ん
が
、
ラ
ン
ナ
ー
の
ス
タ
ー
ト
を
見
送
り
、
大
会
に

花
を
添
え
た
が
、
来
年
の
大
会
は
令
和
最
初
の
大
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
織
委

員
会
と
協
議
し
た
い
。
②
七
尾
ふ
る
さ
と
大
使
は
、
小
室
等
さ
ん
と
加
藤
登
紀
子

さ
ん
の
２
名
の
芸
能
人
の
方
に
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
タ
レ

ン
ト
の
菜
々
緒
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
と
し
て
人
気
が
高
く
、
大

変
お
忙
し
い
こ
と
か
ら
、
難
し
い
と
考
え
る
。
③
大
伴
家
持
が
詠
ん
だ
歌
や
万
葉

集
の
歌
な
ど
、
歌
碑
が
市
内
各
所
に
多
く
建
立
さ
れ
て
お
り
、
万
葉
か
ら
現
在
ま

で
の
歌
碑
、
句
碑
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
七
尾
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
。
 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁
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　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

礒貝 和典 議員
（無会派）

徳田 正則 議員
（新政会）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
脱
炭
素
社
会
に
つ
い
て　
　

■
指
導
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

■
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て　
　

■
総
合
戦
略
に
つ
い
て

■
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
健
康
福
祉
部
に
つ
い
て

■
医
療
費
の
窓
口
無
料
に
つ
い
て

■
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

■
安
全
で
快
適
な
道
路
に
つ
い
て

安
全
で
快
適
な
道
路
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
朝
日
小
学
校
の
通
学
路
の
安
全
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。
②
市

道
徳
田
18
号
線
、
徳
田
３
０
３
号
線
の
改
良
工
事
と
徳
田
18
号
線
の
現
道
で
の
拡

幅
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

①
市
の
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
平
成
30
年
度
に
行
い
ま

し
た
関
係
機
関
と
の
協
議
の
結
果
、
平
成
31
年
３
月
に
、
特
別
支
援
学
校
前
を
通

る
市
道
と
徳
田
18
号
線
が
交
わ
る
交
差
点
に
横
断
歩
道
を
増
や
す
こ
と
と
な
っ

た
。
他
に
、
朝
日
小
学
校
の
通
学
路
の
関
係
で
は
、
徳
田
第
３
踏
切
の
脇
に
あ
る

水
路
に
転
落
防
止
の
ふ
た
を
設
置
し
た
ほ
か
、
西
池
崎
バ
ス
停
の
児
童
待
機
場
所

の
整
備
も
行
っ
た
。
ゾ
ー
ン
30
の
指
定
に
つ
い
て
も
、
七
尾
警
察
署
に
お
い
て
指

定
範
囲
を
確
定
し
、
石
川
県
公
安
委
員
会
へ
上
申
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
②

市
道
徳
田
18
号
線
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
約
２
キ
ロ
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
国
か
ら
の
予
算
配
分
に
よ
る
が
、
工
事
完
成
は
令
和
10
年
頃
を
目
標
と
し
て

い
る
。
幅
員
5
・
5
メ
ー
ト
ル
を
11
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
た
め
、
用
地
取
得
に

努
め
て
い
き
た
い
。
市
道
徳
田
３
０
３
号
線
に
つ
い
て
、
七
尾
中
学
校
か
ら
藤
橋

バ
イ
パ
ス
ま
で
の
約
３
６
０
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
中
に
用

地
取
得
を
完
了
し
、
令
和
３
年
度
中
の
工
事
完
了
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

■
幼
保
無
償
化
に
つ
い
て

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
無
償
化
に
よ
る
市
の
財
政
負
担
は
。
②
保
育
料
意
外
に
費
用
項
目
と

費
用
負
担
は
。
③
無
償
化
に
対
す
る
市
の
見
解
と
今
後
の
公
立
保
育
園
の
運
営
に

つ
い
て
④
消
費
税
の
増
税
が
中
止
さ
れ
た
場
合
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

①
今
年
度
は
財
源
と
な
る
地
方
消
費
税
が
平
準
化
し
な
い
こ
と
か
ら
、

全
額
を
国
が
臨
時
交
付
金
等
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
国
の
制
度
設

計
に
お
い
て
無
償
化
に
よ
る
財
政
負
担
は
令
和
２
年
度
以
降
も
生
じ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
。
②
日
用
品
、
文
房
具
等
の
物
品
、
行
事
へ
の
参
加

費
、
給
食
費
、
通
園
送
迎
費
、
保
護
者
会
費
、
記
念
写
真
費
等
が
想
定
さ
れ
、
公

立
保
育
園
で
は
食
費
で
月
額
１
５
０
円
以
内
、
絵
本
や
保
護
者
会
費
で
月
額
1
，

０
０
０
円
程
度
、
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
主
食
費
で
月
額
1
，

3
０
０
円
以
内
、
絵
本
や
保
護
者
会
費
で
月
額
５
０
0
円
か
ら
1
，
4
０
０
円
程

度
で
あ
る
が
、
各
園
の
特
色
に
よ
り
別
途
負
担
が
あ
る
。
③
総
合
的
な
少
子
化
対

策
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
子
育
て
を
行
う
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
新
た
な
給
付
制
度
を
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
公
立

保
育
園
の
運
営
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
な
る
と
考
え
て
お
り
、
同
制
度
が
始

ま
る
以
前
か
ら
民
営
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
④
無
償
化
は
国
が

進
め
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
令
和
へ
の
改
元
に
対
す
る
思
い
は　
　

■
防
災
対
応
を
伺
う

■
資
料
館
な
ど
の
施
設
利
用
促
進
対
応
を
伺
う

■
危
険
空
き
家
解
消
対
応
を
伺
う

■
パ
ト
リ
ア
破
産
後
の
対
応
を
伺
う

パ
ト
リ
ア
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
破
産
し
た
七
尾
都
市
開
発
株
式
会
社
や
パ
ト
リ
ア
存
廃
の
判
断
、
所

有
者
の
交
渉
に
つ
い
て
。
②
今
後
の
パ
ト
リ
ア
市
民
施
設
維
持
の
予
算
対
応
に
つ

い
て
。
③
債
権
者
集
会
を
終
え
、
出
資
者
と
し
て
市
は
、
そ
の
方
向
性
や
破
産
事

件
終
了
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
受
け
と
め
て
い
る
か
。
④
市
が
買
い
取
る
話
が
水

面
下
で
か
な
り
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

①
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
維
持
再
生
を
ど
う
す
る
の
か
、
３
、４
階
に
入
る
健

康
福
祉
部
な
ど
の
機
能
を
維
持
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
場
合
に

よ
っ
て
は
市
が
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
視
野
に
置
き
、
今
後
の
破
綻

手
続
を
注
視
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。
私
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
財
産
の
取
得
が

法
的
に
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
抵
当
権
の
解
除
、
テ
ナ
ン
ト
の
敷
金
や
補
償
金
の

返
還
請
求
権
放
棄
が
可
能
か
な
ど
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
②
３
、４
階
の
機
能

を
保
全
す
る
意
味
で
も
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
建
物
の
保
全
の
た
め
の
財
政
出
動
と
い
う
の
は
覚
悟
を
し
て
い
た
。
③
破

産
手
続
、財
産
処
理
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、地
権
者
と
の
調
整
も
難
航
す
る
と
思
っ

て
お
り
、
時
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
連
携
を
取
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。
④

権
利
関
係
も
整
理
し
た
上
で
民
間
が
引
き
継
い
で
く
れ
れ
ば
と
思
う
一
方
、
そ
う

な
ら
な
い
場
合
に
備
え
る
意
味
で
も
、
財
源
も
含
め
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き

た
い
。

 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁

議員の 市の

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
災
害
に
つ
い
て

■
久
麻
加
夫
都
阿
良
加
志
比
古
神
社
の
所
蔵
文
化
財
に
つ
い
て

文
化
財
の
再
調
査
と
保
護
や
管
理
そ
し
て
Ｐ
Ｒ
を
！

　
　
　
　

県
立
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
の
神
々
」
特
別

展
で
、
木
造
久
麻
加
夫
都
阿
良
加
志
比
古
神
坐
像
と
木
造
随
身
像
が
展
示
さ
れ
、

地
元
の
人
間
と
し
て
、
氏
子
の
一
人
と
し
て
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
特
別
展
で
あ
っ
た

が
、
久
麻
加
夫
都
阿
良
加
志
比
古
神
社
の
文
化
財
を
再
調
査
し
国
や
県
の
指
定
文

化
財
に
見
直
し
で
き
な
い
か
。
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
を
来
年
オ
ー
プ
ン
の
和

倉
温
泉
お
祭
り
会
館
（
仮
称
）
で
紹
介
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

神
社
が
所
蔵
す
る
指
定
文
化
財
の
格
上
げ
や
新
た
な
指
定
に
向
け
て

は
、
神
社
や
氏
子
の
皆
さ
ん
な
ど
関
係
者
と
相
談
の
上
、
必
要
な
調
査
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
14
件
の
文
化
財
の
う
ち
、
今
回
の
特
別
展
で
注
目
を

集
め
た
随
身
像
を
は
じ
め
と
し
た
９
件
に
つ
い
て
は
、
神
社
に
隣
接
し
て
い
る
祭

り
会
館
で
展
示
し
な
が
ら
保
護
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
神
坐
像
や
薬
師
如
来
坐
像

に
つ
い
て
は
、
社
殿
で
大
切
に
祭
ら
れ
て
い
る
状
況
で
1
，
０
０
０
年
余
り
も
守

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、
本
来
あ
る
べ
き
場
所
に
保
管
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
上
で
保
護
管
理
を
、
国
や
県
の
補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
神

社
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
た
い
。
オ
ー
プ
ン
す
る
お
祭
り
会
館
で
は
、
交
流
、

集
客
、
周
遊
観
光
の
無
料
ゾ
ー
ン
に
、
お
熊
甲
祭
り
や
神
社
所
蔵
文
化
財
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
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（新政会）

杉木　勉 議員
（灘会）
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
）
の
法
定
点
検
に
つ
い
て

■
地
域
づ
く
り
協
議
会
組
織
下
で
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
必
要
性
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
生
活
道
路
・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

■
交
流
人
口
拡
大
策
に
つ
い
て

お
祭
り
会
館（
仮
称
）の
全
国
的
な
事
前
Ｐ
Ｒ
を
！

　
　
　
　

今
年
の
大
型
連
休
中
の
入
り
込
み
客
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

の
か
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
。
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
代
表
さ
れ
る
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
七
尾
市
は
、
市
外
か
ら
の
評
価
も
大
変
高
ま
っ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
、
和
倉
温
泉
お
祭
り
会
館
（
仮
称
）

に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、
来
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
公
表
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
正
式
名
称
が
決
ま
っ
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
定
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

青
柏
祭
が
開
催
さ
れ
た
５
月
３
日
か
ら
５
日
の
３
日
間
で
約
12
万
人
、

４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
の
10
連
休
で
約
28
万
人
が
七
尾
市
に
入
り
込
み
を
し

た
。
経
済
波
及
効
果
で
は
、
青
柏
祭
の
期
間
中
で
約
10
億
円
、
10
連
休
で
は
約

23
億
円
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
七
尾
市
街
地
、
和
倉
温
泉

や
能
登
島
な
ど
、
活
気
が
あ
ふ
れ
潤
っ
た
も
の
と
実
感
を
し
て
い
る
。
正
式
名
称

に
つ
い
て
は
、
全
国
の
類
似
施
設
名
称
を
参
考
に
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
来
年
の
オ
ー
プ
ン
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
で
、

事
前
に
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に
も
、
設
置
条
例
案
を
９
月
議
会
に

上
程
す
る
予
定
で
考
え
て
い
る
。

■
有
害
獣
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
抜
本
的
対
策
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
抜
本
的
な
対
策
を
！

　
　
　
　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
年
々
増
加
し
、
農
産
物
だ
け
で
な
く
、
道
路
の
法

面
、
た
め
池
の
え
ん
堤
、
農
水
路
、
公
園
や
遺
跡
な
ど
、
被
害
が
増
大
し
て
お
り
、

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
30
年
度
に
お
け
る
捕
獲
数
、
狩
猟
免
許
保
有
者
数
と
設
置
檻
数
、
農
産
物
の

被
害
額
の
現
状
と
捕
獲
後
の
処
理
と
埋
設
の
助
成
費
の
見
直
し
、
共
同
処
理
施
設

の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

捕
獲
数
１
，
２
１
２
頭
で
前
年
比
７
２
１
頭
の
増
で
あ
る
。
県
で
は

狩
猟
免
許
保
有
数
は
公
開
し
て
い
な
い
が
、
七
尾
市
の
有
害
捕
獲
隊
員
数
は

１
２
６
名
（
う
ち
女
性
4
名
）
で
前
年
比
37
名
の
増
、
設
置
檻
数
は
七
尾
鹿
島

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
所
有
が
１
０
８
基
、
個
人
所
有
が
77
基
で
、
全
体
で
の

前
年
比
46
基
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
被
害
面
積
13
・
36
ヘ
ク
タ
ー
ル
被
害
額
１
，

２
８
０
万
4
千
円
、
前
年
比
2
・
39
ヘ
ク
タ
ー
ル
２
５
８
万
円
で
い
ず
れ
も
増
で

あ
る
。
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
埋
設
の
ほ
か
、
自
家
消
費
、
ジ
ビ
エ
施
設
へ
の

搬
入
で
あ
り
、
埋
設
１
回
あ
た
り
3
，
０
０
０
円
の
助
成
費
を
今
年
度
よ
り
6
，

０
０
０
円
に
増
額
と
し
て
い
る
。
捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
適
正
な
処
理
に
向
け
、

共
同
の
専
用
焼
却
施
設
の
設
置
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
地
元
の
協
力
を
得
て

設
置
場
所
を
選
定
し
、
国
県
と
調
整
の
上
、
来
年
度
、
調
査
に
入
れ
る
よ
う
に
し

た
い
。

 

一
般
質
問
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木下 敬夫 議員
（無会派）

桂　撤男 議員
（灘会）

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。
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山崎 智之 議員
（灘会）

議員の 市の

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
財
政
健
全
化
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

■
観
光
拠
点
・
事
業
の
検
証
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

■
災
害
・
安
全
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

風
水
害
に
備
え
万
全
の
体
制
を
！

　
　
　
　

地
域
や
住
民
み
ず
か
ら
が
情
報
を
共
有
し
、
行
政
が
主
で
は
な
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
、
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
防
災
の
大
原

則
で
あ
る
が
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
想
定
さ
れ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
大
型
台
風
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
特
に
床
下
・
床
上
浸
水
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く
、

土
の
う
な
ど
の
事
前
配
布
に
関
し
て
、
地
域
へ
協
力
要
請
や
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

水
害
に
備
え
、
土
の
う
を
約
2
，
０
０
０
体
準
備
し
て
お
り
、
消
防
団

に
対
し
て
も
土
の
う
袋
や
山
砂
の
提
供
を
行
い
、
土
の
う
の
準
備
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
の
中
に
は
、
市
の
防
災

対
策
室
所
管
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
土
の
う
袋
な
ど
を
購
入
し
、
水
害
に
備
え

て
い
る
組
織
も
あ
る
。
事
前
の
土
の
う
袋
配
布
に
つ
い
て
は
、
周
知
方
法
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
昨
年
８
月
31
日
の
よ
う
な
豪
雨
に
な
っ
た
場
合
、
市
職
員

が
現
場
対
応
に
追
わ
れ
る
た
め
、
全
地
域
に
対
し
て
の
土
の
う
配
布
と
い
う
の
は

極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
補
助
事
業
を
活
用
し
水
害
に
備
え
る
ほ
か
、
土
の

う
の
運
搬
に
も
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

質  

問
答  

弁

皆さんも
市議会を傍聴
しませんか

　傍聴を希望される場合は、当日、議場入口の受付で、傍聴申込書に住所、氏
名を記入してから入場してください。また、団体で傍聴される場合は、団体の名
称、人員、代表者または責任者の住所、氏名を記入してください。

・議場における言論に対し、拍手その他の方法によ
り公然と可否を表明しないでください。
・談論、放歌、高笑、その他騒ぎ立てないでくださ
い。
・はち巻、腕章などの示威的行為はしないでくださ
い。
・帽子やコートの類は、議場では脱いでください。
・飲食や喫煙はしないでください。
・みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしない
でください。
・携帯電話の使用は禁止し、電源を切るか、マナー
モードにしてください。
・その他議場の秩序を乱し、又は議場の妨害となる
ような行為をしないでください。

傍聴席では、次の事項を守り静かに傍聴してください。
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令和元年 第1回定例会採決結果一覧表

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第1号

七尾市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第2号 七尾市税条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第3号

七尾市本社機能立地促進のための固定資産税
の課税の特例に関する条例の一部を改正する
条例について

可決

議案
第4号

七尾市過疎地域自立促進対策のための固定資
産税の課税の特例に関する条例の一部を改正
する条例について

可決

議案
第5号

七尾市手数料条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第6号

七尾市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議案
第7号

七尾市及び中能登町における火災予防条例の
一部を改正する条例について 可決

議案
第8号 財産の取得について 可決

議案
第9号 財産の取得について 可決

議案
第10号

病院事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第11号 財産の取得について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議会議案
第2号 教育予算の拡充を求める意見書 可決

議会議案
第3号

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意
見書 可決

議会議案
第4号

「労働者協同組合法案」の早期制定を求める
意見書 可決

議会議案
第5号

信頼される政府統計を目指してさらなる改革を
求める意見書 可決

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。

議　　　案　　　名 採決結果
同意案
第1号 人権擁護委員の推薦について 同意

議　　　案　　　名 採決結果
議会議案
第1号

七尾市議会の議員の議員報酬等の特例に関す
る条例について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
報告
第1号

平成30年度七尾市一般会計補正予算
（第６号）の専決処分の報告について 承認

報告
第2号

平成30年度七尾市下水道事業会計補正予算
（第7号）の専決処分の報告について 承認

報告
第3号

令和元年度七尾市公設地方卸売市場事業特別
会計補正予算（第1号）の専決処分の報告につ
いて

承認

報告
第4号

七尾市税条例の一部を改正する条例の専決処
分の報告について 承認

報告
第5号

七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の専決処分の報告について 承認

報告
第6号

七尾市放課後児童クラブ設置条例の一部を改
正する条例の専決処分の報告について 承認

議員の長期欠席には報酬減額されることになりました
　七尾市議会の議員が果たすべき職責を踏まえ、七尾市議会への住民の信頼の確保を図るため、議員が
長期にわたって市議会の会議等に欠席した場合に、その議員の報酬と期末手当を減額することを、議会
議案として条例制定を提案し可決されました。

なお、この条例制定は、県内において加賀市に次ぎ、２番目となります。

欠席の期間
・１８０日を超え３６５日以下であるとき　　２０％を減額
・３６５日を超えるとき　　　　　　　　　３０％を減額

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数
※荒川議長は、採決には加わりません。
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◆政務活動費とは
　　地方自治法第100条第14項から第16項までの規定に基づき、七尾市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部として、議会における会派又は議員に対し、月額30,000円（1人につき）の政務活動費を交付している。

◆政務活動費の使途基準
項　　目 内　　　容

調 査 研 究 費 会派又は議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経費

研 　 修 　 費 会派又は議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

広 　 報 　 費 会派又は議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費

広 　 聴 　 費 会派又は議員が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動
に要する経費

要請・陳情活動費 会派又は議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会 　 議 　 費 会派又は議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への参加に要する経費

資 料 作 成 費 会派又は議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資 料 購 入 費 会派又は議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費

人 　 件 　 費 会派又は議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

事 務 所 費 会派又は議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

会派名
（無会派は議
員）

灘　会 新政会 未来 （無会派） （無会派） （無会派） （無会派） （無会派）

今田勇雄
桂　撤男
垣内武司
杉木　勉
久保吉彦
山崎智之

杉本忠一
（～5/31）

中西庸介
永崎　陽
徳田正則
西川英伸

佐藤喜典
山添和良
森　憲一

杉本忠一
（6/1～）

伊藤厚子 荒川一義 礒貝和典 木下敬夫

交付決定額 2,160,000円 1,500,000円 1,080,000円 300,000円 360,000円  360,000円 360,000円 360,000円

支 出 総 額 1,709,290円 905,304円 672,043円 0円 118,250円 360,000円 0円 133,440円

調査研究費 1,642,960円 836,168円 312,260円

研　修　費 165,984円 25,450円 33,120円

広　報　費 68,904円 323,276円

広　聴　費

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費 66,330円 69,136円 124,895円 92,800円 36,724円 100,320円

人　件　費

事 務 所 費

◆各会派別　収支報告一覧
平成30年度　七尾市議会政務活動費　収支報告一覧

※交付を受けた政務活動費のうち、支出しなかった交付金については、市へ返還した。

平成３０年度　政務活動費収支一覧の公開
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議　会　の　動　き

4月 25日 議会改革特別委員会
5月 14日 議会運営委員会

産業建設常任委員会
15日 のと里山海道整備促進期成同盟会総会
20日 国道１５９号線建設促進期成同盟会総会
22日 議会改革特別委員会
23日 七尾港整備･振興促進協議会総会
24日 議会運営委員会
27日 能越自動車道「能登区間」及び「輪島区間」

建設促進協議会合同総会
28日 能越自動車道七尾区間建設促進協議会総会

6月 4日 議会運営委員会
5日 能登五市議会事務局長協議会
6日 全員協議会

予算常任委員会協議会
総務企画常任委員会
議会だより編集委員会

7日 議会運営委員会
10日 全国温泉所在都市議会議長協議会役員会

全国温泉所在都市議会議長協議会総会
11日 全国伝統工芸品振興市議会協議会準備会

全国市議会議長会定期総会
12日 全国市議会議長会中央要望

市議会議員共済会代議員会

   平成３１年第1回七尾市議会臨時会

議案第90号

議案第91号

◆消費税率引き上げに伴う消費への影響緩和を目的とした、
　　プレミアム付き商品券販売のため
◆道路･橋りょう整備に係る国庫補助金増額
　　　　　　　　　　　　　　　　…　歳入歳出それぞれ　497,426,000円

◆和倉温泉お祭り会館（仮称）の整備工事に係る工事請負契約締結
　　　　　　　　　　　　　　　　…　165,240,000円

平成31年度七尾市一般会計補正予算（第２号）

工事請負契約の締結について

委員会編成の変更　（◎委員長、〇副委員長）

　平成３１年第1回七尾市議会臨時会が４月２５日（木）の1日間の会期で行われ、一般会計補正予算について、工
事請負契約の締結についての議案２件が市長より提出され、審査の結果、いずれの議案も可決されました。

総務企画常任委員会

観光振興対策特別委員会

産業建設常任委員会

議会だより編集委員会

◎中西　庸介
〇森　　憲一
　礒貝　和典
　久保　吉彦
　杉木　　勉
　杉本　忠一

◎中西　庸介
〇礒貝　和典
　森　　憲一
　徳田　正則
　山崎　智之

◎木下　敬夫
〇徳田　正則
　佐藤　喜典
　垣内　武司
　永崎　　陽
　今田　勇雄

◎徳田　正則
〇森　　憲一
　西川　英伸
　山崎　智之
　佐藤　喜典

◎中西　庸介
〇久保　吉彦
　礒貝　和典
　杉木　　勉
　大林　吉正
　杉本　忠一

◎中西　庸介
〇礒貝　和典
　徳田　正則
　山崎　智之
　大林　吉正

◎佐藤　喜典
〇徳田　正則
　木下　敬夫
　垣内　武司
　永崎　　陽
　今田　勇雄

◎徳田　正則
〇礒貝　和典
　西川　英伸
　山崎　智之
　佐藤　喜典
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●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ●
　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・
ご感想をお寄せください。なお、議会の会議録につ
いては、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図
書館等に備えてあるほか、市のホームページでも閲
覧できるようになっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

正副議長が誕生

春の叙勲
旭日双光章を受章！

春の叙勲
旭日双光章を受章！

繰上補充選挙会で新たに当選

議員活動を称える（議員表彰）

杉木　勉 議長
（62歳）

自民、灘会　５期

髙僧 弘 氏（81歳） 荒川 一義 議員
（65歳）

杉木 勉 議員
（62歳）

大林 吉正 議員
（76歳）
無所属、灘会
５期（通算７期）

佐藤 喜典議員
（67歳）

【在職20年】
H11.4.30 ～

【在職15年】
H15.4.30 ～

【在職10年】
H20.10.26 ～

木下　敬夫 副議長
（65歳）

無所属、無会派　４期

　令和元年６月 28 日（金）定例会にお
いて、杉木勉 議員が第 20 代の議長に、
木下敬夫 議員が第 14代の副議長に就任
いたしました。

　議長、副議長、各常任委員会委員
長などを歴任された髙僧弘氏が、市
議会議員（平成９年10月から６期
20年）として長年の功績が称えられ
旭日双光章を受章されました。

　５月 23 日（木）に市議会議員に１名の欠員が生じたこ
とを受け、６月３日（月）に行われた市議会議員選挙繰上
補充選挙会で、大林吉正 議員が当選しました。

　下記の議員に対し、市議会議員として長年の功績が称
えられ、「全国市議会議長会」、「北信越議会議長会」及び「七
尾市議会」から、表彰状と記念品が贈られました。


